
 

 
平成26年3月14日 

各      位 
会 社 名  株式会社アイレックス 
代表者名  代表取締役社長 畑  徹 

（JASDAQ・コード6944） 
問合せ先  
常務取締役 管理本部長 榎 恒久 
電話03-3245-2011 

 

（訂正・数値データ訂正）「平成26年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」 

の一部訂正について 

 

当社は、平成25年8月14日付けにて発表した表記開示資料について訂正がありましたのでお知らせします。 

 
記 

 

１．訂正の理由及び経緯 
当社は、平成25 年 4 月 1 日付「適切な会計処理が行われていなかった可能性についてのお知らせ」に記載しま

した通り、適正な会計処理が行われていなかった可能性を受け、第三者委員会を設置し、同年 6 月 10 日付「第三

者委員会の調査報告書受領に関するお知らせ」で公表しました通り、第三者委員会からの調査報告書を踏まえて、

同日付で有価証券報告書及び四半期報告書の訂正報告書を関東財務局に提出しました。 

今回、前述の過年度の当該訂正報告書等について、平成25年10月から、証券取引等監視委員会による検査を受

けていた中で、過年度の仕掛品勘定、ソフトウェア仮勘定の資産性等について疑義を呈され、平成 25 年 11 月 15

日付「不適切な会計処理が行われていた可能性についてのお知らせ」で公表しました通り、社内確認により、過年

度の仕掛品の一部に資産性のないものが計上されていたことが発覚したことから、過年度の不適切な会計処理を徹

底調査するため、第三者委員会を改めて設置し、平成21年1月から平成25年9月までの期間を対象期間とし、子

会社3社も含めた全取引について調査を実施いたしました。 

今回の第三者委員会による調査の結果、平成26 年 3 月 7 日付「第三者委員会の調査報告書受領に関するお知ら

せ」で公表しましたとおり、①締め後売上、②工事進行基準売上、③ソフトウェア仮勘定及び④仕掛品の会計処理

について不適切な会計処理があったことが判明いたしました。 

 平成25年4月から6月に実施した、前回の調査は、不適切な会計処理を行った担当者へのヒアリングを行い、 

当該不適切な会計処理の調査対象期間の特定を行いましたが、今回、過年度に前述の不適切な会計処理があったこ 

とが判明しており、調査対象期間と調査対象範囲が十分でなかったことが明らかとなりました。当時の調査が不十 

分で、これまでの認識不足を反省しますとともに、株主、投資家の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大な 

るご心配とご迷惑をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げます。 

 
 
２．訂正の内容 
訂正箇所が多数に及ぶため、訂正後及び訂正前の全文をそれぞれ添付し、訂正箇所には、  を付して表示し 

ております。 
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（訂正後） 

  

  

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

  

  

  

  

  
  

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
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(百万円未満切捨て)
 

１．平成26年3月期第１四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第１四半期 896 15.1 △1 ― 0 △92.1 △16 ―
25年3月期第１四半期 778 △6.4 7 △86.3 10 △82.0 △14 ―

 

(注) 包括利益 26年3月期第１四半期 △19 百万円 ( ―) 25年3月期第１四半期 △14 百万円 ( ―％)
 

 
１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

  円 銭 円 銭

26年3月期第１四半期 △0.56 ―
25年3月期第１四半期 △0.50 ―

 

（２）連結財政状態  
 

  総資産 純資産 自己資本比率

  百万円 百万円 ％

26年3月期第１四半期 1,485 462 31.1
25年3月期 1,289 593 35.7

 

(参考) 自己資本 26年3月期第１四半期 462 百万円  25年3月期 459 百万円
 

２．配当の状況

 
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

26年3月期 ―                

 26年3月期(予想)     0.00 ― 0.00 0.00
 

３．平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日）
  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,600 △3.4 55 △15.2 55 △20.0 45 221.5 1.53
通期 3,500 0.4 120 247.0 120 166.4 100 ― 3.40

 



  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む)  26年3月期１Ｑ 29,417,400株  25年3月期 29,417,400株

② 期末自己株式数  26年3月期１Ｑ 7,865株  25年3月期 7,865株

③ 期中平均株式数（四半期累計）  26年3月期１Ｑ 29,409,535株  25年3月期１Ｑ 29,411,594株
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



  

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、経済対策、金融政策等の各種政策の効果が発現

するなかで生産や個人消費は持ち直し、企業収益は、製造業を中心に改善し、景気は着実に持ち直して

おり、自律的回復に向けた動きが見られます。  

一方、世界経済においては、弱い回復が続いているものの、底堅さを増すことが期待されますが、欧

州政府債務問題が引き続き景気の下振れリスクとなっています。また米国における財政問題の影響や中

国経済の先行き等にも留意する必要があります。更にアジア地域については、景気の拡大テンポは依然

緩やかなものとなっており、一部に弱めな動きも見られます。  

情報サービス業界におきましては、システムインテグレーション、ソフトウェアプロダクツや計算事

務等情報処理の分野では、概ね前年度より増加傾向で推移しておりますが、非常に緩やかな動きのまま

推移しています。  

このような事業環境下、当社グループは、「通信・制御システムを中心に、各種ソリューションのご

提案からシステム開発・運用・保守に至るまで、総合的なソフトウェアサービスをご提供することが可

能」という、当社グループの連携による強みを活かし、運用、検証・保守業務までの幅広い業務経験・

ノウハウを基に、既存顧客からの受注拡大、ターゲット業種の拡大による新規顧客からの受注拡大に取

り組んでおります。 

 また、当社グループは、健全な経営への回帰と、業績向上のため、コンプライアンス最重視を掲げ、

以下の業務改革と事業構造改革に取り組んでおります。当第１四半期連結累計期間において、これらの

改革に着手、実行し、改革を推進してまいりました。今後も改革を推進し、健全経営による事業拡大と

利益拡大を図ってまいります。 

経営管理に資する情報を、役員から担当者までの関係者全員が共有し、業務管理部門を強化して

業務内容の点検を行うことにより、常に適切な会計処理を行う仕組みに改善致しました。 

従来から行ってまいりました受託ソフト開発などの既存ビジネスモデルでの事業拡大に加えて、

更なる事業拡大を図るため、当社グループ各社の連携のみならず、ＴＣＳホールディンググルー

プ各社との連携によるシナジー効果を最大限に発揮し、トータルソリューション提供により、お

客様のビジネス拡大に寄与するよう活動しております。 

業務の効率化による固定費の削減と事業規模拡大のため、以下に注力しております。 

１. グループ各社管理部門の一体化による管理コストの最適化 

２. 事業規模拡大を図るための幹部社員育成と実務者の中途採用強化 

３. 顧客ニーズを先取りしたエンジニアリング能力の強化 

  

①売上高及び営業損失 

当第１四半期連結累計期間における当社グループは、引き続き業務改革、事業構造改革等に注

力した結果、売上高は前年同四半期と比べ117,642千円（15.1％）増加し896,142千円となりまし

たが、低利益率の案件が続いたため原価率が悪化したことにより、営業損失は1,988千円(前年同

四半期は営業利益7,139千円)となりました。 

  

②経常利益 

営業外損益では、受取配当金、受取賃貸料等の営業外収益が3,714千円ありましたが、営業外費

用で支払利息等が931千円あり、その結果、当第１四半期連結累計期間の経常利益は前年同四半期

と比べ9,230千円（△92.1％）減少し794千円となりました。 

  

③四半期純損失 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

   ・コンプライアンス最重視

   ・新たなビジネスモデルの創造とトータルソリューションの提供

   ・業務改革



特別損益では、投資有価証券売却益等の特別利益が12,539千円ありましたが、特別損失で過年

度決算訂正関連費用等が22,995千円あり、また、法人税等を6,711千円計上したことにより、当第

１四半期連結累計期間の四半期純損失は、前年同四半期と比べて1,578千円（10.7％）増加し

16,373千円となりました。 

  

  

（資産） 

流動資産は、受取手形及び売掛金等が減少しましたが、現金及び預金や仕掛品等の増加により

前連結会計年度末より8,923千円増加し1,126,415千円となりました。 

 固定資産は、一部の保有株式の売却による投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末よ

り7,248千円減少し359,007千円となりました。 

 その結果、資産合計は前連結会計年度末より1,675千円増加し1,485,423千円となりました。 

  
（負債） 

流動負債は、賞与引当金の増加等により、前連結会計年度末より19,138千円増加し724,692千円

となりました。 

 固定負債は、退職給付引当金の増加等により1,710千円増加し298,243千円となりました。 

 その結果、負債合計は前連結会計年度末より20,848千円増加し1,022,936千円となりました。 

  
（純資産） 

純資産は、一部の保有株式を売却したことによりその他有価証券評価差額金が2,800千円減少

し、また、四半期純損失16,373千円の計上により、前連結会計年度末より19,173千円減少し

462,486千円となりました。 

  

平成25年6月10日に発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありませ

ん。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明



  
２．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部    
  流動資産    
    現金及び預金 298,386 359,789
    受取手形及び売掛金 766,738 639,965
    商品及び製品 699 699
    仕掛品 4,980 61,812
    原材料及び貯蔵品 612 1,087
    その他 46,180 63,147

    貸倒引当金 △106 △86

    流動資産合計 1,117,492 1,126,415

  固定資産    
    有形固定資産 75,683 75,300
    無形固定資産 3,217 2,926
    投資その他の資産    
      投資有価証券 228,196 221,918
      その他 61,813 61,517

      貸倒引当金 △2,654 △2,654

      投資その他の資産合計 287,355 280,781

    固定資産合計 366,255 359,007

  資産合計 1,483,748 1,485,423

負債の部    
  流動負債    
    支払手形及び買掛金 289,859 271,491
    短期借入金 200,000 200,000
    未払法人税等 43,039 7,219
    賞与引当金 74,482 120,683

    その他 98,172 125,297

    流動負債合計 705,553 724,692

  固定負債    
    関係会社長期借入金 140,000 140,000
    退職給付引当金 120,333 130,470
    役員退職慰労引当金 9,537 2,064

    その他 26,662 25,708

    固定負債合計 296,533 298,243

  負債合計 1,002,087 1,022,936

           
 



(単位：千円)

      前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部    
  株主資本    
    資本金 80,000 80,000
    資本剰余金 35,710 35,710
    利益剰余金 317,155 300,781

    自己株式 △803 △803

    株主資本合計 432,061 415,688

  その他の包括利益累計額    

    その他有価証券評価差額金 49,598 46,797

    その他の包括利益累計額合計 49,598 46,797

  純資産合計 481,660 462,486

負債純資産合計 1,483,748 1,485,423

         
 



  
（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第１四半期連結累計期間

（単位：千円）

   
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

売上高 778,500 896,142

売上原価 671,802 792,582

売上総利益 106,697 103,560

販売費及び一般管理費    
  販売費 2,059 1,206

  一般管理費 97,498 104,342

  販売費及び一般管理費合計 99,557 105,549

営業利益又は営業損失（△） 7,139 △1,988

営業外収益    
  受取配当金 1,949 2,434
  受取賃貸料 1,257 1,278

  その他 16 1

  営業外収益合計 3,223 3,714

営業外費用    
  支払利息 338 849

  その他 － 82

  営業外費用合計 338 931

経常利益 10,024 794

特別利益    
  投資有価証券売却益 － 4,568

  役員退職慰労引当金戻入額 － 7,970

  特別利益合計 － 12,539

特別損失    
  投資有価証券評価損 235 －
  投資有価証券売却損 － 15

  過年度決算訂正関連費用 － 22,980

  特別損失合計 235 22,995

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

9,789 △9,661

法人税等 21,994 6,711

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △12,204 △16,373

少数株主利益 2,590 －

四半期純損失（△） △14,794 △16,373

       
 



  
四半期連結包括利益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

   
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △12,204 △16,373

その他の包括利益    

  その他有価証券評価差額金 △14,428 △2,800

  その他の包括利益合計 △14,428 △2,800

四半期包括利益 △26,632 △19,173

（内訳）    
  親会社株主に係る四半期包括利益 △28,934 △19,173
  少数株主に係る四半期包括利益 2,302 －
       
 



  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)及び当第１四半期連結

累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

当社グループは、システム開発並びにこれらの付随業務を事業内容とするシステム事業という単一

セグメントであります。会社別の利益分析等は行っておりますが、事業戦略の意思決定、経営資源の

配分等は当社グループ全体で行っているため、セグメント情報の開示は省略しております。 

  

  
  

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）



  

（訂正前） 

  

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

  

  

  

  

  
  

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
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上 場 会 社 名 株式会社 アイレックス 上場取引所 東
 

コ ー ド 番 号 6944 URL http://www.airex.co.jp
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名) 畑 徹  
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四半期報告書提出予定日 平成25年8月14日 配当支払開始予定日 ―
 

(百万円未満切捨て)
 

１．平成26年3月期第１四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第１四半期 896 8.7 △1 ― 0 △98.1 △16 ―
25年3月期第１四半期 824 △0.1 39 △36.2 42 △35.0 17 △63.7

 

(注) 包括利益 26年3月期第１四半期 △19 百万円 ( ―) 25年3月期第１四半期 5 百万円 ( △88.8％)
 

 
１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

  円 銭 円 銭

26年3月期第１四半期 △0.56 ―
25年3月期第１四半期 0.59 0.34

 

（２）連結財政状態  
 

  総資産 純資産 自己資本比率

  百万円 百万円 ％

26年3月期第１四半期 1,485 462 31.1
25年3月期 1,483 481 32.5

 

(参考) 自己資本 26年3月期第１四半期 462 百万円  25年3月期 481 百万円
 

２．配当の状況

 
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

26年3月期 ―                

 26年3月期(予想)     0.00 ― 0.00 0.00
 

３．平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日）
  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,600 △3.4 55 △15.2 55 △20.0 45 221.5 1.53
通期 3,500 0.4 120 247.0 120 166.4 100 ― 3.40

 



  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む)  26年3月期１Ｑ 29,417,400株  25年3月期 29,417,400株

② 期末自己株式数  26年3月期１Ｑ 7,865株  25年3月期 7,865株

③ 期中平均株式数（四半期累計）  26年3月期１Ｑ 29,409,535株  25年3月期１Ｑ 29,411,594株
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



  

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、経済対策、金融政策等の各種政策の効果が発現

するなかで生産や個人消費は持ち直し、企業収益は、製造業を中心に改善し、景気は着実に持ち直して

おり、自律的回復に向けた動きが見られます。  

一方、世界経済においては、弱い回復が続いているものの、底堅さを増すことが期待されますが、欧

州政府債務問題が引き続き景気の下振れリスクとなっています。また米国における財政問題の影響や中

国経済の先行き等にも留意する必要があります。更にアジア地域については、景気の拡大テンポは依然

緩やかなものとなっており、一部に弱めな動きも見られます。  

情報サービス業界におきましては、システムインテグレーション、ソフトウェアプロダクツや計算事

務等情報処理の分野では、概ね前年度より増加傾向で推移しておりますが、非常に緩やかな動きのまま

推移しています。  

このような事業環境下、当社グループは、「通信・制御システムを中心に、各種ソリューションのご

提案からシステム開発・運用・保守に至るまで、総合的なソフトウェアサービスをご提供することが可

能」という、当社グループの連携による強みを活かし、運用、検証・保守業務までの幅広い業務経験・

ノウハウを基に、既存顧客からの受注拡大、ターゲット業種の拡大による新規顧客からの受注拡大に取

り組んでおります。 

 また、当社グループは、健全な経営への回帰と、業績向上のため、コンプライアンス最重視を掲げ、

以下の業務改革と事業構造改革に取り組んでおります。当第１四半期連結累計期間において、これらの

改革に着手、実行し、改革を推進してまいりました。今後も改革を推進し、健全経営による事業拡大と

利益拡大を図ってまいります。 

経営管理に資する情報を、役員から担当者までの関係者全員が共有し、業務管理部門を強化して

業務内容の点検を行うことにより、常に適切な会計処理を行う仕組みに改善致しました。 

従来から行ってまいりました受託ソフト開発などの既存ビジネスモデルでの事業拡大に加えて、

更なる事業拡大を図るため、当社グループ各社の連携のみならず、ＴＣＳホールディンググルー

プ各社との連携によるシナジー効果を最大限に発揮し、トータルソリューション提供により、お

客様のビジネス拡大に寄与するよう活動しております。 

業務の効率化による固定費の削減と事業規模拡大のため、以下に注力しております。 

１. グループ各社管理部門の一体化による管理コストの最適化 

２. 事業規模拡大を図るための幹部社員育成と実務者の中途採用強化 

３. 顧客ニーズを先取りしたエンジニアリング能力の強化 

  

①売上高及び営業損失 

当第１四半期連結累計期間における当社グループは、引き続き業務改革、事業構造改革等に注

力した結果、売上高は前年同四半期と比べ71,437千円（8.7％）増加し896,142千円となりました

が、低利益率の案件が続いたため原価率が悪化したことにより、営業損失は1,988千円(前年同四

半期は営業利益39,336千円)となりました。 

  

②経常利益 

営業外損益では、受取配当金、受取賃貸料等の営業外収益が3,714千円ありましたが、営業外費

用で支払利息等が931千円あり、その結果、当第１四半期連結累計期間の経常利益は前年同四半期

と比べ41,427千円（△98.1％）減少し794千円となりました。 

  

③四半期純損失 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

   ・コンプライアンス最重視

   ・新たなビジネスモデルの創造とトータルソリューションの提供

   ・業務改革



特別損益では、投資有価証券売却益等の特別利益が12,539千円ありましたが、特別損失で過年

度決算訂正関連費用等が22,995千円あり、また、法人税等を6,711千円計上したことにより、当第

１四半期連結累計期間の四半期純損失は、16,373千円(前年同四半期は四半期純利益17,402千円)

となりました。 

（資産） 

流動資産は、受取手形及び売掛金等が減少しましたが、現金及び預金や仕掛品等の増加により

前連結会計年度末より8,923千円増加し1,126,415千円となりました。 

 固定資産は、一部の保有株式の売却による投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末よ

り7,248千円減少し359,007千円となりました。 

 その結果、資産合計は前連結会計年度末より1,675千円増加し1,485,423千円となりました。 

  
（負債） 

流動負債は、賞与引当金の増加等により、前連結会計年度末より19,138千円増加し724,692千円

となりました。 

 固定負債は、退職給付引当金の増加等により1,710千円増加し298,243千円となりました。 

 その結果、負債合計は前連結会計年度末より20,848千円増加し1,022,936千円となりました。 

  
（純資産） 

純資産は、一部の保有株式を売却したことによりその他有価証券評価差額金が2,800千円減少

し、また、四半期純損失16,373千円の計上により、前連結会計年度末より19,173千円減少し

462,486千円となりました。 

平成25年6月10日に発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありませ

ん。 

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明



  

  

２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部    
  流動資産    
    現金及び預金 298,386 359,789
    受取手形及び売掛金 766,738 639,965
    商品及び製品 699 699
    仕掛品 4,980 61,812
    原材料及び貯蔵品 612 1,087
    その他 46,180 63,147

    貸倒引当金 △106 △86

    流動資産合計 1,117,492 1,126,415

  固定資産    
    有形固定資産 75,683 75,300
    無形固定資産 3,217 2,926
    投資その他の資産    
      投資有価証券 228,196 221,918
      その他 61,813 61,517

      貸倒引当金 △2,654 △2,654

      投資その他の資産合計 287,355 280,781

    固定資産合計 366,255 359,007

  資産合計 1,483,748 1,485,423

負債の部    
  流動負債    
    支払手形及び買掛金 289,859 271,491
    短期借入金 200,000 200,000
    未払法人税等 43,039 7,219
    賞与引当金 74,482 120,683

    その他 98,172 125,297

    流動負債合計 705,553 724,692

  固定負債    
    関係会社長期借入金 140,000 140,000
    退職給付引当金 120,333 130,470
    役員退職慰労引当金 9,537 2,064

    その他 26,662 25,708

    固定負債合計 296,533 298,243

  負債合計 1,002,087 1,022,936

           
 



(単位：千円)

      前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部    
  株主資本    
    資本金 80,000 80,000
    資本剰余金 35,710 35,710
    利益剰余金 317,155 300,781

    自己株式 △803 △803

    株主資本合計 432,061 415,688

  その他の包括利益累計額    

    その他有価証券評価差額金 49,598 46,797

    その他の包括利益累計額合計 49,598 46,797

  純資産合計 481,660 462,486

負債純資産合計 1,483,748 1,485,423

         
 



  
（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

（単位：千円）

   
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

売上高 824,705 896,142

売上原価 692,216 792,582

売上総利益 132,488 103,560

販売費及び一般管理費    
  販売費 2,059 1,206

  一般管理費 91,093 104,342

  販売費及び一般管理費合計 93,152 105,549

営業利益又は営業損失（△） 39,336 △1,988

営業外収益    
  受取配当金 1,949 2,434
  受取賃貸料 1,257 1,278

  その他 16 1

  営業外収益合計 3,223 3,714

営業外費用    
  支払利息 338 849

  その他 － 82

  営業外費用合計 338 931

経常利益 42,221 794

特別利益    
  投資有価証券売却益 － 4,568

  役員退職慰労引当金戻入額 － 7,970

  特別利益合計 － 12,539

特別損失    
  投資有価証券評価損 235 －
  投資有価証券売却損 － 15

  過年度決算訂正関連費用 － 22,980

  特別損失合計 235 22,995

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

41,986 △9,661

法人税等 21,994 6,711

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

19,992 △16,373

少数株主利益 2,590 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 17,402 △16,373

       
 



  
四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

   
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

19,992 △16,373

その他の包括利益    

  その他有価証券評価差額金 △14,428 △2,800

  その他の包括利益合計 △14,428 △2,800

四半期包括利益 5,564 △19,173

（内訳）    
  親会社株主に係る四半期包括利益 3,262 △19,173
  少数株主に係る四半期包括利益 2,302 －
       
 



  

該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

 前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)及び当第１四半期連結

累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

当社グループは、システム開発並びにこれらの付随業務を事業内容とするシステム事業という単一

セグメントであります。会社別の利益分析等は行っておりますが、事業戦略の意思決定、経営資源の

配分等は当社グループ全体で行っているため、セグメント情報の開示は省略しております。 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）




